
丸太に散布した薬剤の行動(1)

丸太木口よりの PCP および

その塩類の浸j問について
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丸太の表面に薬剤lを放布して，防虫防菌をする場合に，第一にr:u題になるのは薬剤散布法がはたして実

J目的に使えるかどうかということである。これが使えることがわかれぽ. 1-灼こ 19B忍になるのは，主11J司法自

体，または改良の足場となるところの1去従的な研究の裏付け，たとえば散布された薬剤がとのような状出

で固定され，どのようにして効力が尖われてゆくかというようなことである l プ十丸太，アカマツ丸太お

よびエゾマツ・トドマツ丸太については，いますでに後者の段階にきている。

薬剤散布で木口の防闘をするのには，とのくらいの防菌肘をつくればよいか，またその防菌)ç!-'llにはどの

程度に薬剤が浸潤していればL 、 L 、かなどの以が，実験室r'Iリに決定されていれば好郎合なのであるが，丸太

については，このようなことは今まであまり耐|定されていないし，もちろん搬出ーもなく，ほとんとゴつかっ

ていなかった したがって，いま行われている散布処用法は，大まかな野外試験の結果から~rz;'1宇宙刊に

きめられているわけである。だカ、らその条件は，必ずしも決定的なものばかりではなく，実検室的な li!I 'jE 

による裏づけを必要とするものがL、くつもある

そのためわれわれは，その処J叩ーの仕方を正当化したり，改善したり，または薬剤l を改具した i) するため

に必要な，基本的な問題の一つである，散布した薬剤の丸太子作口からのi引問と流亡. r!!t l皮からの揮散ìì'j失

などについて，野外にあると同じ条{'!-.のもとに追及している υ ここにはそのうちの，防菌剤の丸太木口よ

りの没j問について報i与するう

この実験に片Ìl、たプナ丸太は，青森営林局管内の深iflì営林1何より送付されたものである 記してここに

深謝する

実験法

玉切ったばかりの丸太に散布した薬剤の浸潤の状態と，それに影響を及ぼすと恩われる条位二をし、くつか

ひろいあげて，これらの条件のもとに，木口からの浸潤の深さについて調べてみたっとりあげた条件の第

一は薬液の状態で，これには表面張力，粘度，木材との親和性などにおのおの個性をもっ油性湾液，水浴

液，乳剤の 3 つで代表させることにした。これら 3 つの薬剤jの状態のいずれにも関係ある次の条件として

は，濃度，散布量，散布時の温度などを左った さらに溶液のうち水溶液では. pH の条件を吟味したほ

か，防菌剤だけの場合，防菌斉IJ と防虫剤とを混合した場合などについても吟味したご

(1) 保護部樹病科菌類研究室長代理 (2) 保護部樹病科菌類研究室員
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1.供試材

アカマヅ主プナを用いたが，アカマツは東京都産，径 11~15 cm のものを，伐倒後 1 週間以内に， 長

さ1O~15 c削に宝切り，円盤として使用した。プナは青森県産のなま材，径 19~22 c仰のもので，アカ

マ Y と同じ 10~15 cm の長さの円盤として用いた。 両者とも，全部の試験を通じ，原WJ として.薬剤 l

種につき円盤 1 簡を使用することにしたので，同じ 1"1 的の試験には治に同一丸太からとった円盤をつかっ

たが， 2 本以上の丸太にまたがるときは， 1 本ごとに文JF旬、をおいたほか 1 薬剤につき円盤 2~3 個を用

い，丸太の個体差の影響を少なくするようにしたc

2. 供試薬斉IJ

イ. PCP およびその塩矧の乳斉Ij (原液〕

i) PCP 乳斉Ij 30 % 

ii) PCP 銅塩の乳剤 15 % 

iii) PCP 亜鉛塩の乳剤 15 % 

ロ. PCP と BHC の混合乳斉IJ (原液)および{白剤(白灯油溶液)

iv) PCP 6 %, BHC ()lf(末使用) 3 %乳斉Ij (現在事業mに使用しているもの)-a

v) PCP 5 %, BHC (原末使用)4%乳剤(ロヂアミンを加えうすい膜ができるもの)-b

vi) PCP 10% , BHC (リンチン使用) 5 %乳斉IJ (iぷ:透性を特に考慮したもの)-c

vii) PCP 10 %，デル(リン 5?ら乳斉11

viii) PCP 2 %, BHC (リンデン使用) 1 %白灯油浴液

へ PCP ナトリウム;塩〔水桝液として使用〕

ix) Na.PCP (J IS 規路 2 号!日〉

3. 薬斉Ij処理の方法

小型の噴零器で，なるべくロスのないように，木口の表面債 1 刑2 当り 400 cc を常温で散布した。この

薬剤の使用量は，全体が一様にしめり，余分の液がしたたり落ちないところでやめるようにすると，だい

たい 2 回で散布し終るほどの量である c

4. PCP の検出方法

Beilstein 反忠を SANDERMANN が木材組織に応用できるように改良した塩素化合物の焔色反応71 を主

として利用し，このほかに感度は劣るが，手がるに日皮をつけることができる制助的な方法として， 39b 

硝盟主知溶液の噴霧による弘l色反応(j)も併用じた。 前の場合は， 5xlxl 問問の木片のなかに 0.01 "1の

PCP が含まれているところまで検出することができたの

間
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第 1 図 mu 定点のとりガ

Fig. 1 The sampling of the detecting point. 

5. 浸潤の深さの測定方法

第 1 図に示したように，薬斉Ij処理を

施した円盤は，木口面の中Jむを通る線

で 3 つに割り，できた 3 組の辺材部分

の T， I，î国から，各組ごとに木口にそって

適当に分散されるような 3 点を選んで

測定点、とし，そこから繊維方向に巾 5

mm ， 厚さ 1 抑制の材片をきりとり，
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それを木口の方から)1即こ 1~1. 5 mm の長さの淵片にして，その一つ一つにつき Beilstein 反応の有無を

しらべていった)反応;がまったく現われなくなったところの前を浸潤した最も深い点として記録した

実験とその結巣

1. 各種の PCP 乳剤および油剤の浸潤性

各fJJ.の平L斉Ijと泊斉IJの浸潤の深さを比i佼するために行った結果が第 l 表にしめしてある 濃度は PCP の

波皮であり，稀釈倍数は前記原液より使用濃度に調製するための稀釈倍数であり. pH は調製直後に測定

したものでゐる

第 1 表 各種 PCP 乳剤および1山斉IJの浸j間企

Table 1. The permeation depth of PCP emulsion and kerosene solution. 
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キ-a ~-c は:本文中の -a ，-....J -c に相当する The marks -a ~ -c tallies with same marks 

in the text. 

この茨によると. PCP ìr]J剤がアカマ γ ，プナとも，ヨ1211古によく浸潤していることがわかるが，また最

大値と最小値の差もかなり大きい これは，木口ITiiからの浸潤の「ムラ」を詮味するものであるが，年輪

闘の秋材と春材との r>!~係て‘はなかった l 乳剤の浸i問では，アカマヅとプナとで全部が同様の傾向を示さな

かったが， PCP 乳剤では， 2 ~Sのものより 5%のものの方が，アカマツ，プナともすぐれていた

2. Na-PCP の浸潤性

Na.PCP の木材に対する浸潤性は，オスモース法または加庄注入法について，すでに 2， 3 報告されて

いるが1山6)，散布法についてはほとんどないーしかし， Na.PCP の利用は，丸太の保護の普及徹底に影

響するところの大きい，薬剤費の低下に役だっ面が多いと思われるので，これには特に多くの時聞をさい

7こ。

イ) Na.PCP に無機塩類を添加したものの浸j間性

Na.PCP の木材に対する浸潤には，そのì~~液の pH が大きく影響するといわれている刊にそこで，ま

ず第一にこれをとりあげて検討してみたごはじめに N/10 NaOH と N/10 NむC03 とで ， pH を補E

した Na.PCP の 2~古水詐液の浸潤をしらべたっその結果が第 2 図と 3 図である τ これによる左，プナも

アカマヅも pH 10.4 付近で最もよい浸j闘をしめしている。
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第 3 図溶液の pH と浸j閏の深さ
Fig. 3 The relation between the permeｭ

ation depth and pH of Na-PCP water 
solution. 
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pH 

第 2 図溶液の pH と浸ìf，~の深さ

Fig. 2 The relation between the permeation 

c1epth anc1 pH of Na-PCP water solution. 

つぎに， Na-PCP の i及j間性を高めるとともに， その防菌効力の情強をもねらって， 防菌効果のあるア

ルカリ性の無機場煩を混合して， 1良市!の深さの変化を t羽べてみたっその結果は第 2 表にしめしてあるが，

ここでは Na，CO" が特にすぐれ， Na，CO" 十 NaHCO" ， Na，B ，O，がこれにつぎ， Na，HAsO，は対照と

犬2さなかったの

第 2 表 Na-PCP に無機立x引を混合したものの浸潤性

Table 2. The permeation c1epth of Na-PCP water solution mixed with 

inorganic sal ts. 

，
、
r

A
ι
 myu 

液 の 組 成
| アカマ':y

!プナ Japanese beech 
Japanese red pi 

pH 平均 i:最大最小 l 平均最大最小
Average: Max. Min. Average: Max. i Min. 

mml η1m m仰，1. mη包 mml m m  

751855514615535  

13.8 15.0 11.5 6.6 I 9.0 5.0 

10.7 14.0 8.0 6.6 I 8.5 I 5.5 

The composition of solution 

Na-PCP 2 % 8.41 

Na-PCP 2% , Na,CO,+NaHC03 2%: 9.4' 

Na-PCP 2 %・ Na2B.，O，・ 10H ，O 2 % I 9.2 I 

Na-PCP 2 %・ NaF 2% 7.4 

Na-PCP 2 %・ Na2CO" 2%  11.21 

Na-Pep 2%-Na!3HAS042%|94i 

7.7 10.0 6.5 5.8 7.5 1 5.0 

18.8 I 22.0 17.0 7.1 i 8.5 6.0 

10.5 14.5 8.5 I 4.6 3.5 

ロ) Na-PCP に B I-I C 乳剤を添加したものの浸潤ドl'

丸太の保護には，防菌と同時に必ず防虫を考えなければならないc そこで， Na-PCP と BHC 乳剤と

を混合した場合の浸潤性の変化を試験したコ第 3 および 4 表がその結果である。第 3 表によると， BHC 

だけを含む乳剤は， 1. JT とも， Na-PCP の水際液の浸潤よりも劣っているが， BHC 乳剤を Na-PCP

の水府液で稀釈して乳化液としたものでは， Na-PCP だけの浸j閏と特にかわりがなかったコしかし， Naｭ

PCP と BHC の混合物では，両方とも Beilst巴 in 反広がでるので，ここに示した浸潤の深さがどちら

のものであるかは断定できなかった。

ハ) Na-PCP の濃度と浸潤の深さ

浸i間に影響を及ぼす因子のーっとして，濃度が考えられる。アカマツを用いてこれを試験してみると，
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丸太に散布した薬剤lの行動

第 4::<足 Na-PCP に BHC を加えたもののよ:ì間性

Table 4. The permeation depth of Na-PCP water solution mixed with BHC emulsion. 

溶液の組成 The composion of solution アカマ γ Japanese red pine 
一一一一一一 一一一~，_."， ~- pH 一一一一←一一一一
Na-Pep F4 BHC 乳剤Jl r-- SIL 均!最 大， [!~小

emulsion % Average mml Max. 叩削 Min. 抑制

8.1 7.5 10.0 6.5 

8.8 10.2 12.0 8.0 

6.2 3.1 4.0 2.0 

9.2 4.7 6.5 2.5 

9.2 7.3 8.5 6.0 

10.6* 6.7 8.5 4.7 

10.6* 9.3 10.5 8.0 

pH adjusted with N(10-NaOH solution. 
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mm 
40 第 4 図のようである、これによると. 15%まで

は，濃度に比例して，ょ:ìWJの深さが著しくや11び
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ニ ) Na-PCP の散布量と以肝jの深さ

表面積 1 m' 当り 400 cc の薬剤を散布すると

いっても，実際に散布される量は，丸太と丸太

10 15 20 

溶液の濃度
50!. concentra_tio円

第 4 図 Na-PCP の濃度と浸潤の深さ
Fig. 4 The relation between the permeation 

depth and the concentration of Na-PCP 
water solution. 

との聞で多少の差ができるであろうし，また横

。におかれた丸太て、は，木口の上と下の方とで， 25 % 5 E 

しみ込んで固定される量に，かなりの違いがで

こうしたことを含めた

「散布ムラ J も，浸潤の深さに影響する原因の

一つであろうここれをたしかめるために，アカ

;:r;3 炎 Na-PCP に BI-IC を加えたものの泌ìf羽生

Table 3. The permeation depth of Na-PCP water solution mixed with BHC emulsion. 

アカマヅ
市町E の m !~X: プナ Japanese beech Japanese red pine 

The composition 
of solution BI-IC 乳斉Ij ]半 emulsion BHC 手Lqlj Jl神 emulsion BHC 乳首Ij T emulsion 

Na-PCP BHC 平均最大最小 平均最大最小 l 平均最大 l 最小
pI-I Ave. Max. 加iin. pH : Ave. Max.' Min.' pH Ave. Max. Min. 

CJ� 9'~ n1，仰附別問抑 制抑制m mm 問問問抑制問

2 0 i 8.4: 8.7 10.5 6.5 I 8.4 7.5 11.0 I 5.51 8.4 7.01 8.51 5.5 
__i_  1_ __ __ __ __1__1 _1__1 

2 0.5 8.6: 8.1 9.5 7.5 9.2 6.6 7.0 5.5 8.6' 4.5 , S.51 3.0 

2 1.0 1 8.6! 8.7 11.0 6.5 9.2 12.5 14." 8.01 8.6 7.2: 8.01 6.0 

5 0 I 9.0 1 12.1 13.5 10.0 9.0 9.8 11.5; 7.5 9.0 10.0: 12.5 i 7.0 
5 I 0.5 1 9.0 11.1 13.0 I 9.0 9.2 i 11.3 13.0 i 8.5 I 9.0' 8.4110.J I 6.0 
511.0  19.0112.1 1 14.5!9.519.2i l0.1 12.58.o|9O il ・ 8 112.5 111.0 

o 0.5 7.8 , 5.2 I 7.5' 3.5 6.2 I 4.6 6.5 3.5[ 7.8 3.5 I 4.0 i 3.0 
o 1.0 1 7.1 5.8 7.5 4.5 6.2' 6.0 7.5' 4.5 I 7.4 3.4; 4.0: 2.5 

ネ乳剤 j は BHC の原末を. Jl はリンデンをfH\ 、た。

The emulsion 1 was used technical BHC. and j[ was Lindene. 

きることと思われる J
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マツをmし、て訓べてみた、第 5 図がその結果である。

この散布量は 500 ccf間宮を単位にして，その何倍とい

うように表わしである。これによると，散布量によほ

との l ムラ」がないかぎり，政肝]の深さはあまり大き

い影向をうけないといえる。

ホ)温度と Na-PCP の涙:潤長

丸太の防刻印閣の行われる場所，時期などによって

処FIl時の洞度にかなりの変動がある}したがって，散

布される液体には，この温度の影刊で物理的な性質に

変化が明われる。これが当然及活Bの深さに影響してく

るものと考えなくてはならないのそこで，これをたし

かめるために，散布するまえに，円盤を 1 昼夜定温慌の

中に入れて一定温度にしておき，同一温度にした Na­

PCP の 5 問符液を散布し，後 1 魁夜同じ温度に保つ

ておいてi到問の深さを測定したその紅[栄が第 5 図

である。これをみると，散布温度は. 5 cC から25 C

C までは高いほど浸潤の深さが大きくなるが，それ

以上になると変らなくなる 温度ーが高くなると，定

lMt.~:j:のなかで乾燥することが考えられるが，それは

目然の状態でもありうることなので，ここでは特に

考慮しなかった

結果に対する論議

1. 木口よりの浸潤の深さ

丸太の木口からスってくる菌を防ぐのには，辺材

;'\i\ばかりでなく，心材部をも含めた，木口全体を対

象として処辺しなければならないことは，北品川の~1i ;l，..によって 1リ]らカ、であるが，散布法の:場合もやはり

同じことがし、えると思う。しかし，この場合は，エンドゴートと迷ってごく前]単に全国i処理ができるので

プナの場合も，アカマツの場合も，そうした処路上の手落ちが問題になったことはなかった。事実，野外

試験では，プナもアカマヅも木口面に薬剤散布をするとき，散布した薬剤は，辺材部分より心材部分の方

が浸みこみにくいが，心材部では耐符性が強いためか，丸太では変色も腐朽も，辺材の方に早く現われる

のが普通である。こんなことから，われわれがしらベた木口からの薬剤の浸潤は，もつばら辺材部分のみ

にかぎ、った乙

さて，第 1 表ーによると，アカマツ，プナを通じて，普通の乳剤の浸潤は，ほぼ 1 c間前後という案外小

さい数値であるのに. ì'1白剤〔白灯油溶液〕ではその数倍の 5~6cm に及び， 非常によく浸潤しているの

であるが，浸j閣の深さのムラもまた1出荷lの方がはるかに大きいことがわかる c

f出剤と乳剤の浸j閏の深さにこのような著しい差があるにもかかわらず，アカマヅについての野外試験の
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紅;県では，両者ともほとんど優'1)'なくともに著しい薬効を示している引 したがって，アカマツでは，乳

斉IJのこの程度の浸潤でも充分効呆を期待することができるわけーて、ある。

ところが，プナについては， u潤性のすぐれたìlà剤lの方が野外試験でのガ民もすぐれているが，乳剤の

場合はもちろん. ìlú剤でもアカマツほどの著しい薬効は挙がっていなし，4' 。 したがってプナでは，もっと

深い浸潤が必要のようであるが，しかし単に浸if\\]の深さを増しただけで効果を特に向上させることはむず

かしいようであるへ このようなことになるのは，アカマヅとプナとの木材組織に，大きいちがいがある

からであろう

このように，アカマツとプ十とでは，最低限度寸こ必 i~:な浸刊の深さが大分ちがうようであるが，木口湖j

れなどを考えると，アカマヅの場合でも，も少し深さがあってほしいように思うコもっとも，ぜひとも必

要な薬剤の浸潤の探さと濃度とは，のちに菌とのWJ係においてくわしくたしカ通めるつもりであるが，現段

階における技術と材料とで，従来の乳剤の観念力、ら造られた乳剤の浸潤皮は，この辺が限度ではないかと

考えられるこ というのは， 乳剤の特慨を変えるために， i~消1]. 乳化剤，その他の添加斉IJを変えてつくっ

た，第 1 炎に示されたところの乳斉1]の浸潤の深さが，いずれも大同小兵だからである。だから丸太用の乳

斉IJは一般農薬としての乳斉1]のように，数百倍にも稀釈して乳液をつくるという考え方ではなしに. 1水で

耐釈できる ìlú性消波」をつくるとし、う考え方で，試作~性とだEtYi効果とをねらって改九してみたらどうかと
I司、

JEL ヲ c

なお第 2. 3. 4 式ーなどによってみると. Na-PCP の水{r~液l土. PCP ・ BHC 乳剤と，ほぼ同じくらい

のが:潤附をもっているものと考えてし、L 、ょうである

2. Na-PCP 水溶液の浸潤性

Na-PCP i 土フリーの PCP のようにi洋剤と乳化剤とをつかわずに. BHC の乳首IJに水r~~液として，稀

釈する !kのかわりに，混合するだけで号L状の液体がつくれて，それがほとんど乳斉1]と同じ効果を示すとい

うことから，現地におし、て薬液品'~製上の手数はかかるけ‘れども，いくぶんでも経費の削減に役だたせられ

るだろうというところに希望がかけられるわけである勺それに加えて，既製の乳剤とちがって PCP と

BHC の比率を日出に変えることができる号えに. Na-PCP だけならば. pH の補正で浸潤の深さを伸ば

すことができるなど，カもなりの:L-tßíーがある

まず. Na-PCP 29合水溶液を NaOH と Na，CO，とで別々に pH を補正して，プナとアカマヅとに

ついてのì.:i:iß81<j:の変化をみると，ブナでは第 3 図のように，いずれの場合も最大lil'(て'，)(.J 1 {i'，o~l'.に培加し，

アカマツでは第 2 図のように，いずれも 2 倍以上に士償却lするとしづ結果を示している。さらに. pH を補

正したほか;こ，問自力をも補強しようという考え方によって，いろいろの無機塩績を，おのおの 2 ~%ずつ

加えてみると第 2 表のようで. Na2C03 がいちばんよくて，プナでは対照の 1. 5 倍， アカマツでは 2 倍

以上となり，ゃ:工り前の例と同じようになっている 2 てこで，アカマヅに対して浸潤の深さを仲ばすこと

を考えるとすれば. pH は有力な一つの条件であるように，思える

なお，前にも述べたように丸太の保護には，防菌と防虫とはいつも同時に考えなくてはならないから，

BHC を混合することについても調べる必要がある。そこで. BHC を乳剤の形で. Na-PCP の水溶液に

まぜてみると，第 3 および 4 表にみるように. BHC を混合したことによって. Na.PCP の浸i国はさま

たげられないが. pH 補正の効果はほとんどなくなってくる。したがって. pH 補正の効果を利用するに

は，木口への散布を Na.PCP だけ切り離して行い.jl、要に応じて，あとから BHC を含んだものを散布
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するようにしたほうがよいであろう

3. 浸潤に影響する 2， 3 の条件

濃度が浸1118の深さに影響することは，すでに澱紙や経木による毛管上昇試験でたしかめられているの

でヘ 丸太の場合でも当然考えられる J 事実，第 4 図のように Na-PCP の場合， 15?b くらいまでは著

しいのびを示し， 15%ではその深さは 2%の約 2fZになり，われわれのしらべた影響条{牛のうちでは，最

大のカをもつものといえよう これは，実III濃度の範川内で， 296を芯討さにして 5% と比較しながら検討

してみると，まず濃度の影響についてはっきりした日擦をもっ第4 図の Na-PCP ではアカマツで約1. 5

れにのびており，そのほか第 1 表の乳剤ではアカマヅでが02 倍となり，第 3 および 4 表の Na-PCP でも

アカマヅとプナとでどちらも約1. 5 倍の rJ! 1びを示しているなど， BHC を混合しても， pH を調整しても

ともにさまたげられる様子がなしまたフリーの PCP と Na-PCP との区別もなく，あらゆる場合にき

わめて安定した状態で，波皮の影怖がはっきりと:fJlわれているのでわかる J アカマヅ丸太についての野外

試験で， PCP の濃度が 5%のものは， 2 %のものより常にすぐれた防菌効果を示しているがS} ， これな

どは単に淡皮が高いということだけではなくて，このような物JTi1 n (jな J*I:貨のよさも 1]日わって，こうした結

果になったものと思われる。

つぎに，散布量も，浸ìfiUの深さに影~~，l~するものと考えられる条fl二の一つであるが， Na-PCP では第 5

図のように，実用的な量では，大きい力をもっ条['1二とは考えられない したがって，野外で普通の仕方で

散布した場合，特に「散布ムラ」を気にする必要はないらしし~事実，野外試験で，丸太を慌にしたまま

散布すると，全体がうるおうまでには，上方から下方に相当の量が流れ落ちて，しみこむ量が kと下とで

大分ちがうように見えるのであるが，浸潤の深さを測定してみると，その差はあまりはっきりと現われて

こない"このことは，散布ムラといっても，現在純度の散布量ならば， U潤の深さに|立lするかぎりほとん

ど問題にならないものであることを，はっきりと裏づけていることになる。

しかしながら，このことは同時に，しみこんで同定される量に著しいムラができることになるのではな

し、かと考えられるので，木口からの深さ別の濃度分布がとうぜん問題になってくるわけである。

最後に考えられることは温度であるコ実際に四季にわたって散布されるようになると， OOC 付近から，

夏季の陽に当った丸太のJオの温度まで含めて考えたら，憾に 40'C をこすことになろう f そこで，この範

聞でしらべてみると，第 6 図のように， 25 0 C あたりまではどんどん伸びて， 25 0 C では 50 C の場合より

40%近いのびの治加を示しているが，それ以上の温度では全く増加していない。 25 0 C .L:)、上になると，木

口が乾燥するなどの忠条件のためにのびられなくなるのかもしれない、

このように，湿度条件は相当大きい因子のようであるが，野外ではこれをコントロールする手段がない

ので，散布した液が木口で凍らなければ，低温でも浸潤の深さの絶対値が大きいので，一応考慮のそとに

おいてもし、L、のではないかと考えられる。

以上のようにはっきりした目標をおし、てしらべた条件のほかに，乳剤の場合，浸j閏の深さに影響するで

あろうと恩われることが一つある。それは「稀釈倍率」である。数百倍にうすめたときの稀釈倍率の比が

3 とか 5 とかいうちがい，つまり， 100 倍稀釈のものと， 500 倍稀釈のものとの浸潤の深さの差は出ない

かもしれないが， 2~10 倍というようなflh 、稀釈倍率の場合には，低いほどより泊性溶液に近いことのた

めに，この辺での稀釈倍率の比が 3 とか 5 とかし、うちがし、が浸潤の深さに及ぼす影響は，必ずしも見のが

し得ないのではないかと考える 1
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たとえば，第 1 表の PCP 乳剤 2%， 5%は，第 3 ， 4 表，および第 4 図などにみられる i約1. 5 倍に対

して，約 2 侶となっているのは，濃度差の影抱\1こ，稀釈倍率の影響が加重されているのではなし、かと思わ

れることが一つあり，さらに第 1 表の PCP 乳斉Ij 2 % (1 5 倍に稀釈〕と， PCP ・ BI-IC 乳剤J-a 2 % (3 

倍に稀釈〉および PCP ・ BHC 乳斉IJ-b 2 % (2.5 倍に稀釈)とはほぼ同じような材料でつくられている

にもかかわらず，あとの 2 つは前のものに対して約1. 5 倍の伸びをしめしていることなどがそれである c

しかし，これは，乳剤銅製上の基本的な考え方になるので，一応この論議の側の第 l 項で，われわれの意

見として述べておいたが，なお充分検討してみるつもりであるご

摘要

丸太を虫惇と商容からまもるために，薬剤を丸太会商に散布することが行われている。この処理法をよ

り合理化するために，われわれは，丸太に散布された薬剤の行動を追及している ここでは，丸太の木口

からの薬剤の浸潤について報告する

使用問種:プナおよびアカマヅ

使用薬剤: BHC (乳剤〉および PCP (乳剤，白灯油昨液および水溶液)

PCP および BHC の検出法 SANDERMANN によって改良された，銅板による Beilstein 反応

薬剤散布:伐1lW'I後手習J噴諒禄で、 1 m 2 当り 400 cc 

その結果は次のようである。

1. 木口からの薬剤の浸潤の深さ

イ) PCP 2 %・ BHCl %乳剤は，アカマヅで平均約 9 抑制，フoナで平均約 8 問問であったこ

ロ) PCP 2 %・ BHCl %白灯油溶液は，アカマツで平均約 57 刑制，プナで平均約 40mm であった

ハ) Na-PCP 2 %・ BHCl %乳液は，アカマツで平均約 7mm ， プナで平均約 9 問問であったら

2. PCP または Na-PCP の濃度を， 2 ?~から 5%に高めたら，プナでもアカマツでも，同じように約

1. 5倍に没潤の深さがのびた。これは，盟:測の深さに対する影響条件のうちで最も安定したものである。

3. Na-PCP 水1'?f~伎は， pH を 10.4 前後に1i1l正したら，プナで約1. 5 侍，アカマヅで約 2f音に浸潤の

深さがのびた)しかし， BHC を混合して乳液としたものは， pH 補正の影神があらわれなかった。

4. Na-PCP 水溶液の浸潤の深さに及ぼす処四!温度の影響は， 5 0 C から 25"C までは高いほど大きく，

25 0 C では 5 C のときの浸潤の深さの約1. 5 伯ーになったっし力、し， 25'C 以上では，ほとんど 25こ C の

ときと変りがなかったご

5. 散布量を増加した場合の浸潤の深さは，散布量を 5~6 倍にしても，わずかにがJ 20 %を増しただけ

であった。だから，浸潤の深さに対しては「散布ムラ」の影響はほとんどないと見てし、いだろう)
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Studies on the Behaviour of Chemicals Sprayed on the Log' ( 1 ) 

On the permeation of PCP and its salts into the tissue fro:n the cut end 

Kin-ichi KEINO and Ikuko TOGASHI 

(R駸um�) 

For the pr巴vention of logs against attack by fungi and insects , we use a spraying 

treatment with chemicals immediatly after logging. In order to rationalize the 

treatment , the behaviour of chemicals sprayed to th巴 log is b巴 ing studied by the 

authors. In this paper , the results of experiment on the permeation of chemicals 

sprayed to the end is reported. 

Kinds of logs used in this experiment: Japanese beech (Fagus crenafa) and ]apaｭ

nese red pine (Pinus densiflora) 

Chemicals: BHC (emulsion) , PCP and its salts (emulsion , kerosene solution and 

water solution). 

Detection of BHC , PCP and its salts in the wood tissue: Beilstein reaction with 

copper plate modified by SANDERMANN. 

Spray of chemicals: 400 cc per square meter with a hand sprayer to the end of 

log immediately after logging. 

The results obtained are as follows. 

1. The permeation depth of chemicals into the tissue from the end: 

a) On th巴 emulsion containing PCP 2 per cent and BHC 'Y 1 per cent , it was ca. 

9 抑制 in pine , and ca. 8 mm in beech. 

b) On the kerosene solution containing PCP 2 per cent and BHC 'Y 1 per cent , it 

was ca. 57 刑問 in pine , and ca. 40 刑制 in beech. 

c) On the water solution of Na-PCP 2 per cent containing BHC 'Y 1 per cent as 

emulsion , it was ca. 7 抑制 in pine , and ca. 9 mm in beech. 

2. When the content of PCP in treating chemicals was increased to 5 per cent from 

2 p巴r cent , the permeation depth increased ca. 50 per cent in pine and beech , 

also on Na-PCP. 

3. When the Na-PCP water solution was adjusted pH to 10.4~10.8 with NaOH and 

Na2CO" , the permeation depth increased ca. 50 per cent in beech , and two times 

in pine as compared with the unadjusted solution which was pH 8.8. But on the 

Na-PCP water solution mixed with BHC emulsion , the effect of pH adjustment 

was ni1. 

4. When the treatment temperature was changed to 25つ C from 5c C , the permeation 

depth was increased 50 per cent in pine. More than 25'C , however , the permeation 

depth did not show remarkable increase. 

5. When the spraying quantity was increased by 5 times from 500 cc per square 

meter , the permeation depth did not increase more than 20 per cent. 


